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一
　
明
治
一
〇
年
代
　
ド
イ
ツ
哲
学
の
移
植

　
明
治
哲
学
の
主
要
勢
力
は
外
国
か
ら
の
移
入
哲
学
で
あ
っ
た
と
言
っ
て

も
過
言
で
は
な
い
。
明
治
一
〇
年
頃
か
ら
末
期
に
至
る
ま
で
の
哲
学
の
文

献
を
概
観
し
て
み
て
も
、
い
か
に
種
々
雑
多
な
る
西
欧
の
哲
学
が
「
文
明

開
化
」
の
途
上
に
あ
る
日
本
の
思
想
界
に
流
れ
込
ん
で
き
た
か
を
知
り
う

る
で
あ
ろ
う
。

　
明
治
一
〇
年
代
中
葉
以
降
、
明
治
政
府
の
絶
対
主
義
が
確
立
さ
れ
て
い

く
に
つ
れ
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
後
進
国
ド
イ
ツ
の
新
興
資
本
主
義

国
と
し
て
の
雄
姿
が
、
次
第
に
「
近
代
」
日
本
の
眼
に
大
き
く
映
ず
る
よ

う
に
な
っ
た
。
国
内
万
般
の
諸
体
制
が
、
ド
イ
ツ
に
倣
っ
て
急
速
に
再
編

成
せ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
教
育
制
度
も
学
問
も
、
ま
た
そ
の
例
外
で
は

な
か
っ
た
。
そ
し
て
明
治
期
に
お
け
る
ア
カ
デ
ミ
ー
哲
学
も
、
明
治
初
期

に
啓
蒙
思
想
を
も
た
ら
し
た
英
仏
学
か
ら
ド
イ
ツ
学
へ
と
転
向
さ
れ
た
こ

と
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
か
く
し
て
、
ド
イ
ツ
観
念
論
は
明
治
二
〇
年
以
後
に
な
っ
て
漸
く
詳
細

に
紹
介
さ
れ
、
三
〇
年
代
に
哲
学
界
の
主
要
勢
力
を
形
成
す
る
に
至
っ
た

の
で
あ
る
。
ド
イ
ツ
観
念
論
の
哲
学
の
中
で
も
最
も
日
本
の
哲
学
界
に
勢

力
の
あ
っ
た
カ
ン
ト
哲
学
が
、
移
植
後
ま
も
な
く
多
く
の
哲
学
者
に
よ
っ

て
純
粋
に
観
念
論
的
に
改
変
さ
れ
、
ヘ
ー
ゲ
ル
哲
学
が
そ
の
合
理
的
核
心

た
る
弁
証
法
を
除
い
て
、
そ
の
い
わ
ば
神
秘
主
義
的
形
而
上
学
の
側
面
の

み
が
高
唄
さ
れ
る
に
至
る
。

　
遡
れ
ば
、
明
治
初
期
、
西
周
（
一
八
二
九
〜
一
八
九
七
）
が
、
二
、
三

の
論
説
の
中
で
、
カ
ン
ト
を
初
め
ド
イ
ツ
観
念
論
に
つ
い
て
断
片
的
に
論

及
し
て
は
い
る
が）

1
（

、
実
証
主
義
の
立
場
に
立
っ
て
い
た
彼
に
は
、
ド
イ
ツ

観
念
論
は
さ
ほ
ど
関
心
を
惹
か
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　
一
八
七
八
年
（
明
治
一
一
）
に
ア
メ
リ
カ
か
ら
来
朝
し
た
Ｅ
・
Ｆ
・
フ

ェ
ノ
ロ
サ
（
一
八
五
三
〜
一
九
〇
八
）
は
、
政
治
学
、
経
済
学
の
他
、
当

〈
特
集
１　

近
代
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
西
洋
哲
学
の
受
容
と
展
開
〉

井
　
上
　
克
　
人
　

　
近
代
日
本
に
お
け
る
西
洋
哲
学
の
受
容
と
展
開
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給
し
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
観
念
論
の
特
徴
は
、
神
秘
的
、
宗
教
的
外

被
に
包
ま
れ
て
い
な
が
ら
、
し
か
も
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
科
学
理
論
に
そ
の
支

柱
を
見
出
さ
ん
と
し
て
い
る
点
に
あ
る
。
こ
の
領
域
で
最
も
活
躍
し
た
の

は
上
記
の
井
上
哲
次
郎
、
井
上
円
了
で
あ
る
。
両
者
は
そ
の
理
論
的
立
場

に
お
い
て
非
常
に
似
通
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
彼
等
の
哲
学
の
基
本
的
特

質
は
、
現
象
の
奥
に
「
実
在
」、「
真
如
」
と
呼
ば
れ
る
確
固
不
動
の
絶
対

者
を
認
め
、
と
く
に
井
上
哲
次
郎
は
自
然
科
学
に
お
け
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
論

を
利
用
し
つ
つ
、
物
質
と
精
神
と
を
表
裏
す
る
二
面
で
あ
る
と
し
、
両
者

間
の
優
位
的
関
係
を
拭
い
去
る
点
に
特
色
が
あ
っ
た
。

１　

現
象
即
実
在
論
―
井
上
哲
次
郎
と
原
坦
山

　
井
上
哲
次
郎
の
哲
学
的
立
場
は
「
現
象
即
実
在
論
」
で
あ
り
、「
円
融

実
在
論
」
と
も
称
さ
れ
る
。「
円
融
」
と
い
う
言
葉
は
仏
教
で
言
う
「
円

融
相
即
」
な
る
言
葉
に
由
来
す
る
。
こ
の
考
え
は
『
哲
学
雑
誌
』
の
第
一

二
巻
に
発
表
さ
れ
て
い
る
が
、
彼
の
理
論
的
立
場
は
既
に
、
一
八
八
三
年

（
明
治
一
六
）
の
自
由
民
権
運
動
の
最
も
盛
ん
で
あ
っ
た
時
期
に
現
れ
た

前
述
の
『
倫
理
新
説
』
の
中
に
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
、「
万
有
成

立
」、「
勢
力
」（
エ
ネ
ル
ギ
ー
）
が
世
界
の
現
象
の
背
後
に
潜
む
も
の
と

し
て
主
張
さ
れ
、
こ
の
「
勢
力
の
趨
向
」
に
順
応
す
る
こ
と
が
「
倫
理
の

大
体
」
で
あ
る
と
い
う
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る）

5
（

。
し
か
し
、
こ
の
、「
実
在
」

は
現
象
の
背
後
に
あ
る
も
の
で
は
な
く
現
象
の
只
中
に
内
在
す
る
と
い
っ

た
見
方
は
「
東
洋
的
汎
神
論
」、
す
な
わ
ち
仏
教
を
「
哲
学
化
」
し
た
も

の
に
他
な
ら
な
い
。
仏
教
で
は
、「
差
別
」
的
世
界
を
根
底
か
ら
統
一
す

る
も
の
と
し
て
「
真
如
」
が
あ
り
、
し
か
も
こ
の
「
真
如
」
は
一
切
の
現

時
流
行
の
進
化
論
を
講
じ
た
が
、
普
通
の
進
化
論
者
の
よ
う
に
、
た
だ
進

化
論
を
紹
介
す
る
に
止
ま
ら
ず
、
そ
れ
を
ド
イ
ツ
観
念
論
と
併
せ
て
講
述

し
、
と
く
に
ヘ
ー
ゲ
ル
哲
学
を
力
説
し
た
と
言
わ
れ
て
い
る）

2
（

。
一
八
八
三

年
（
明
治
一
六
）
に
公
刊
さ
れ
た
井
上
哲
次
郎
（
一
八
五
五
〜
一
九
四
四
）

の
『
倫
理
新
説
』
に
お
い
て
は
、
し
ば
し
ば
カ
ン
ト
、
フ
ィ
ヒ
テ
、
シ
ェ

リ
ン
グ
、
ヘ
ー
ゲ
ル
の
名
が
挙
が
っ
て
い
る
。
と
は
言
え
、
た
だ
彼
ら
の

原
理
の
み
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。
カ
ン
ト
の
「
物
自
体
」、

シ
ェ
リ
ン
グ
の
「
絶
対
者
」、
ヘ
ー
ゲ
ル
の
「
理
念
」
は
、
荘
周
の
「
無
無
」、

列
子
の
「
疑
独
」、
釈
迦
の
「
如
来
蔵
」
と
同
一
系
列
に
置
か
れ
て
、
い

ず
れ
も
「
人
力
の
管
内
」
に
入
り
難
き
も
の
と
し
て
説
明
さ
れ
て
い
る）

3
（

。

た
だ
注
意
す
べ
き
こ
と
は
、
こ
こ
で
は
、
ド
イ
ツ
観
念
論
の
神
秘
的
側
面

が
既
に
東
洋
的
形
而
上
学
と
結
び
つ
け
ら
れ
始
め
て
い
る
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
井
上
円
了
（
一
八
五
八
〜
一
九
一
九
）
も

同
様
で
あ
る
。
彼
は
『
仏
教
活
論
序
論
』（
一
八
八
七
年
、
明
治
二
〇
）

の
中
で
、
仏
教
の
「
真
如
」
と
ヘ
ー
ゲ
ル
の
絶
対
者
と
を
同
一
視
し
て
い

る
。
彼
は
ヘ
ー
ゲ
ル
が
シ
ェ
リ
ン
グ
を
批
判
し
て
、「
相
絶
両
対
不
離
な

る
ゆ
え
ん
を
証
」
し
た
と
述
べ
て
、「
仏
教
に
立
つ
る
と
こ
ろ
の
も
の
は

こ
の
両
体
不
離
説
に
し
て
、
ヘ
ー
ゲ
ル
氏
の
立
つ
る
と
こ
ろ
と
す
こ
し
も

異
な
る
こ
と
な
し）

4
（

」
と
言
っ
て
い
る
。

二
　
明
治
二
〇
年
代
　
ド
イ
ツ
観
念
論
の
仏
教
的
受
容

　
さ
て
、
一
方
、
ド
イ
ツ
観
念
論
に
つ
い
て
も
、
二
〇
年
代
に
お
い
て
、

そ
の
宗
教
的
側
面
の
み
が
取
り
上
げ
ら
れ
、
東
洋
的
観
念
論
の
源
泉
を
供
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一
八
七
七
年
（
明
治
一
〇
）、
東
京
大
学
が
開
設
さ
れ
る
や
、
当
時
の

東
京
大
学
綜
理
で
あ
り
、
ま
た
哲
学
好
き
で
あ
っ
た
加
藤
弘
之
（
一
八
三

六
〜
一
九
一
六
）
は
原
坦
山
を
訪
ね
、
東
京
大
学
で
新
た
に
開
講
す
る

「
仏
書
講
義
」
の
初
代
講
師
と
な
る
よ
う
に
要
請
し
た）

7
（

。
こ
う
し
て
坦
山

は
一
八
七
九
年
（
明
治
一
二
）
一
一
月
か
ら
東
京
大
学
文
学
部
の
選
択
科

目
と
し
て
「
仏
書
講
義
」
を
担
当
す
る
よ
う
に
な
る
。
彼
の
『
大
乗
起
信

論
』
の
講
義
は
、
当
時
の
学
生
に
「
真
如
実
相
」
を
ド
イ
ツ
観
念
論
の
形

而
上
学
と
結
合
し
て
考
え
る
こ
と
を
教
え
た
程
、
当
時
の
仏
教
学
説
中
で

は
最
も
哲
学
的
に
進
ん
だ
も
の
で
あ
っ
た
。

　「
仏
書
講
義
」
と
い
う
科
目
名
は
一
八
八
二
年
（
明
治
一
五
）
か
ら
「
印

度
哲
学
」
と
改
め
ら
れ
て
現
代
に
及
ぶ
が
、
坦
山
は
仏
教
を
西
洋
的
な
意

味
で
の
「
宗
教
」（re-ligio

）、
す
な
わ
ち
人
格
的
な
超
越
的
絶
対
者
と
の

結
合
と
は
考
え
ず
、
む
し
ろ
「
印
度
哲
学
」
な
い
し
は
「
心
性
哲
学
」
と

見
な
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
一
な
る
衆
生
心
の
変
容
に
応
じ
た
存
在
理
解
の

様
相
を
理
解
・
解
釈
す
る
こ
と
を
以
て
仏
教
の
考
究
課
題
と
し
た
の
で
あ

る
。
し
た
が
っ
て
彼
が
最
も
好
ん
で
テ
キ
ス
ト
と
し
て
採
用
し
た
の
は

『
大
乗
起
信
論
』（
以
下
『
起
信
論
』
と
略
記
）
で
あ
っ
た
こ
と
は
至
極
当

然
で
あ
っ
た
と
言
え
る）

8
（

。

　
井
上
哲
次
郎
は
東
京
大
学
文
学
部
一
期
生
で
あ
り
、
一
八
八
〇
年
（
明

治
一
三
）
に
卒
業
し
て
い
る
。
彼
が
独
自
の
哲
学
的
思
惟
様
式
を
見
つ
け

た
の
は
大
学
時
代
で
あ
っ
た
。
と
く
に
、
西
洋
哲
学
の
教
師
で
あ
っ
た
フ

ェ
ノ
ロ
サ
と
仏
教
哲
学
の
講
師
で
あ
っ
た
原
坦
山
か
ら
の
影
響
は
測
り
知

れ
な
い
も
の
が
あ
っ
た
。

象
の
中
に
具
現
し
て
い
る
。『
大
乗
起
信
論
』
の
い
わ
ゆ
る
「
万
法
是
真

如
真
如
是
万
法
」
と
い
う
定
式
が
こ
の
こ
と
を
表
現
し
て
い
る
。
し
か
し
、

井
上
に
よ
れ
ば
、
電
子
の
よ
う
な
も
の
が
「
実
在
」
だ
と
し
、「
実
在
」

の
存
在
を
科
学
的
に
も
証
明
し
よ
う
と
し
て
、
甚
だ
し
い
牽
強
付
会
を
犯

し
て
い
る
こ
と
も
否
め
な
い
。
ま
た
こ
の
「
実
在
」
が
認
識
の
対
象
で
は

な
く
て
、
い
わ
ば
直
覚
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
と
説
か
れ
る
点
か
ら
見
て

も
、
そ
れ
は
仏
教
的
な
色
彩
が
き
わ
め
て
濃
厚
で
あ
る
。

　
さ
て
、
井
上
の
こ
の
よ
う
な
仏
教
的
な
「
現
象
即
実
在
論
」
の
考
え
に

影
響
を
与
え
た
の
は
、
彼
が
師
と
仰
ぐ
原
坦
山
（
一
八
一
九
〜
一
八
九
二
）

で
あ
り
、
東
京
大
学
の
「
仏
書
講
義
」
の
テ
キ
ス
ト
と
し
て
選
ば
れ
た
『
大

乗
起
信
論
』
の
哲
理
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
「
現
象
即
実
在
論
」
は
、
坦
山

の
教
え
子
た
ち
で
あ
る
井
上
哲
次
郎
、
井
上
円
了
、
清
沢
満
之
（
一
八
六

三
〜
一
九
〇
三
）、
三
宅
雄
二
郎
（
雪
嶺
、
一
八
六
〇
〜
一
九
四
五
）
ら

に
よ
っ
て
主
張
さ
れ
た
一
定
の
形
而
上
学
、
超
越
論
的
実
在
論

〔Transzendentaler Realism
us

〕
に
付
さ
れ
た
総
称
な
の
で
あ
る）

6
（

。
坦

山
は
仏
教
の
根
本
教
義
に
含
ま
れ
る
哲
学
的
内
容
を
西
洋
哲
学
と
比
較
対

照
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、「
仏
教
」
を
「
心
性
哲
学
」
な
い
し
「
印
度
哲
学
」

と
見
な
し
て
考
究
す
る
道
を
開
拓
し
た
。
新
し
い
西
洋
哲
学
に
心
酔
し
た

若
者
た
ち
も
、
ア
ジ
ア
極
東
の
こ
の
日
本
に
も
昔
か
ら
西
洋
哲
学
に
比
し

て
勝
る
と
も
劣
ら
ぬ
独
自
の
哲
学
体
系
が
あ
っ
た
こ
と
を
再
認
識
し
、
そ

の
東
洋
的
思
考
内
容
を
西
洋
哲
学
的
概
念
構
造
に
翻
案
す
る
よ
う
に
促
さ

れ
た
の
で
あ
り
、
そ
の
結
果
、
彼
ら
は
「
現
象
即
実
在
論
」
と
後
に
呼
ば

れ
る
哲
学
的
立
場
を
出
現
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
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り
「
第
一
原
理
」
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
強
調
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

井
上
に
と
っ
て
哲
学
の
表
面
的
な
主
題
は
現
象
（
存
在
者
）
以
外
に
実
在

（
自
体
存
在
）
を
措
定
し
、
そ
の
両
者
の
関
係
を
考
究
す
る
こ
と
と
理
解

さ
れ
、
そ
れ
は
当
時
の
用
語
と
し
て
「
純
正
哲
学
」
と
呼
ば
れ
た
立
場
な

い
し
領
域
で
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
現
象
と
実
在
と
い
う
対
概
念
の

区
別
は
井
上
の
問
題
意
識
に
お
い
て
ま
だ
表
面
的
な
も
の
に
過
ぎ
な
か
っ

た
。
真
の
問
題
は
現
象
と
実
在
の
関
係
を
二
元
論
的
に
把
握
す
る
か
、
そ

れ
と
も
一
元
論
的
に
把
握
す
る
か
の
い
ず
れ
か
で
あ
る
。
言
い
換
え
れ

ば
、
現
象
と
実
在
と
を
分
離
し
て
、
実
在
を
認
識
論
的
に
不
可
知
な
ま
ま

に
放
置
す
る
の
で
は
な
く
、
そ
の
不
可
知
性
を
何
ら
か
の
仕
方
で
乗
り
越

え
る
こ
と
を
自
ら
の
哲
学
的
課
題
と
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
点
で
、
井
上

哲
次
郎
は
仏
教
哲
学
の
立
場
に
加
担
し
、
仏
教
的
な
真
如
実
相
の
考
え
を

日
本
的
な
考
え
と
し
て
重
視
し
た
の
で
あ
る
。「
認
識
と
実
在
と
の
関
係
」

（
一
九
〇
〇
年
、
明
治
三
三
年
執
筆
）、
に
お
い
て
、
井
上
は
自
説
の
現
象

即
実
在
論
と
い
う
一
元
論
的
存
在
観
を
説
明
す
る
上
で
、『
大
乗
起
信
論
』

を
援
用
し
て
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。「
例
へ
ば
、
起
信
論
に
真
如
を

説
き
て
云
く
、『
一
切
法
従
本
巳
來
、
離
言
説
相
、
離
名
字
相
、
離
心
縁
相
、

畢
竟
平
等
、
無
有
変
異
不
可
破
壊
、
唯
是
一
心
、
故
名
真
如
』
と
。
真
如

は
即
ち
実
在
な
り
、
是
れ
内
部
の
直
観
に
よ
り
領
悟
す
べ
き
も
の
に
て
、

特
殊
の
現
象
に
於
け
る
認
識
の
如
く
弁
別
作
用
に
よ
り
て
説
明
す
べ
き
も

の
に
あ
ら
ざ
る
な
り
、
起
信
論
の
文
は
此
意
を
叙
述
し
て
、
甚
だ
明
晰
）
11
（

」

で
あ
る
、
と
。

　
フ
ェ
ノ
ロ
サ
は
西
洋
哲
学
史
の
他
に
、
当
時
流
行
の
進
化
論
、
そ
し
て

イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
最
大
の
哲
学
者
と
目
さ
れ
た
ス
ペ
ン
サ
ー
の
哲
学
お

よ
び
社
会
学
的
思
想
を
主
と
し
て
講
述
し
、
ま
た
カ
ン
ト
を
初
め
と
す
る

ド
イ
ツ
の
哲
学
思
想
を
も
紹
介
し
た）

9
（

。

　
井
上
の
論
文
、『
倫
理
新
説
』（
明
治
一
六
年
）
は
、
当
時
広
く
江
湖
に

迎
え
ら
れ
た
が
、
そ
の
中
で
フ
ェ
ノ
ロ
サ
か
ら
学
ん
だ
ス
ペ
ン
サ
ー
の
哲

学
、
と
く
に
広
義
の
進
化
論
に
関
す
る
見
解
や
「
不
可
知
者
」（the 

U
nknow

able

）
概
念
に
基
づ
い
て
自
己
の
世
界
観
を
披
瀝
し
て
い
る
。

フ
ェ
ノ
ロ
サ
は
ス
ペ
ン
サ
ー
の
『
第
一
原
理
』（“First Principles”, 

1862

）
に
依
拠
し
つ
つ
、「
不
可
知
者
」
の
概
念
に
つ
い
て
講
述
し
て
い

た
ら
し
い
。
ス
ペ
ン
サ
ー
に
お
け
る
「
不
可
知
者
」
と
は
、
い
わ
ば
絶
対

的
・
究
極
的
な
神
概
念
の
哲
学
的
表
記
に
他
な
ら
ず
、
別
の
表
現
と
し
て

は
「
定
義
し
え
な
い
無
限
者
」、「
宇
宙
の
第
一
原
因
」、「
無
限
の
絶
対
者
」

等
々
と
も
言
わ
れ
、
主
に
認
識
論
的
問
題
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
て
い
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
明
治
一
〇
年
代
に
は
進
化
論
が
哲
学
的
・
社
会
学
的
理
論

と
し
て
一
世
を
風
靡
し
て
い
た
が
、
井
上
は
論
文
「
哲
学
上
よ
り
見
た
る

進
化
論
」
の
中
で
そ
の
事
情
に
言
及
し
た
後
に
、
自
ら
の
生
涯
に
わ
た
る

哲
学
体
系
の
中
心
で
あ
る
「
実
在
」
概
念
の
由
来
が
『
起
信
論
』
に
あ
っ

た
こ
と
を
明
瞭
に
吐
露
し
て
い
る）
10
（

。
こ
の
晩
年
の
文
章
か
ら
わ
か
る
こ
と

は
、「
主
と
し
て
起
信
論
の
や
う
な
も
の
を
読
ん
で
真
如
実
相
と
云
ふ
や

う
な
考
」
を
得
て
お
り
、
そ
れ
は
西
洋
哲
学
史
上
の
「
絶
対
」、
た
と
え

ば
ス
ペ
ン
サ
ー
の
「
不
可
知
者
」
に
も
相
当
す
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
て
お

り
、
そ
う
し
た
「
根
本
的
な
も
の
」
を
哲
学
は
「
最
後
の
原
理
」、
つ
ま
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く
す
の
義
務
を
全
ふ
す
る
も
の
と
信
ず
る
に
よ
る
」（
三
五
四
頁
）。
そ
こ

で
彼
は
、
仏
教
と
哲
学
（
ド
イ
ツ
観
念
論
）
が
如
何
な
る
点
に
お
い
て
合

す
る
か
を
見
よ
う
と
す
る
。
彼
に
よ
れ
ば
、「
物
心
」
は
初
め
か
ら
区
別

さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
一
の
「
原
躰
」
な
る
も
の
か
ら
、
こ
の
二
つ
の

要
素
が
出
て
く
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
分
化
の
状
態
、
お
よ
び
原
躰
と

「
物
心
」
と
の
連
関
を
解
明
し
う
る
の
は
た
だ
仏
教
あ
る
の
み
と
言
う
の

で
あ
る
。
か
く
し
て
、
仏
教
的
真
如
観
が
同
様
の
論
理
を
も
っ
て
展
開
さ

れ
る
。
つ
ま
り
「
真
如
」
と
「
物
心
」
は
本
体
と
現
象
と
の
関
係
に
置
か

れ
、「
物
心
は
象
な
り
真
如
は
躰
な
り
物
心
の
真
如
よ
り
開
発
す
る
は
力

な
り
」（
三
六
八
頁
）
と
い
う
言
葉
で
始
ま
っ
て
、
更
に
は
真
如
と
万
物

の
同
体
説
を
「
万
法
是
真
如
真
如
是
万
法
色
即
是
空
空
即
是
色
」
と
い
っ

た
『
起
信
論
』
的
表
現
を
使
い
、
そ
れ
を
『
起
信
論
』
の
中
の
有
名
な
「
水

波
の
比
喩
」
で
説
明
す
る
。
す
な
わ
ち
「
水
即
波
、
波
即
水
と
い
い
、
万

物
と
真
如
の
相
離
れ
ざ
る
ゆ
え
ん
を
示
し
て
、
水
を
離
れ
て
波
な
く
、
波

を
離
れ
て
水
な
し
、
こ
れ
を
真
如
縁
起
と
い
う
」（
三
七
〇
頁
）
と
。「
真

如
と
物
心
の
関
係
は
同
即
ち
異
、
異
即
ち
同
な
り
、
一
に
し
て
二
、
二
に

し
て
一
な
り
」（
三
七
一
頁
）
と
い
う
円
融
相
即
の
論
理
を
多
大
の
頁
を

費
や
し
て
説
い
て
い
る
。

三
　
明
治
三
〇
年
代
以
降

　
さ
て
、
明
治
三
〇
年
代
以
降
に
な
る
と
、
ド
イ
ツ
観
念
論
の
流
れ
を
汲

む
人
格
主
義
・
理
想
主
義
的
倫
理
学
の
導
入
と
紹
介
が
盛
ん
に
行
わ
れ

た
。
こ
れ
は
倫
理
的
な
「
人
格
」
と
し
て
の
個
人
の
自
覚
を
促
す
契
機
と

２　

井
上
円
了
の
哲
学

　
井
上
哲
次
郎
の
四
年
後
輩
に
あ
た
る
井
上
円
了
は
、
一
八
八
一
年
（
明

治
一
四
）
に
東
京
大
学
文
学
部
哲
学
科
に
入
学
し
、
一
八
八
五
年
（
明
治

一
八
）
に
卒
業
し
た
。
彼
は
真
宗
大
谷
派
の
学
僧
で
あ
っ
た
が
、
大
学
時

代
に
は
と
く
に
フ
ェ
ノ
ロ
サ
に
私
淑
し
、
仏
教
思
想
を
西
洋
哲
学
に
依
拠

し
つ
つ
理
解
す
る
道
を
築
い
た
。
一
八
八
六
年
（
明
治
一
九
）
に
発
表
し

た
最
初
の
著
作
『
哲
学
一
夕
話
』
で
彼
は
『
起
信
論
』
に
基
づ
き
、
現
象

即
実
在
論
を
説
い
て
い
る
が
、
本
書
は
当
時
よ
く
読
ま
れ
、
西
田
幾
多
郎

（
一
八
七
〇
〜
一
九
四
五
）
も
愛
読
書
の
一
つ
に
数
え
て
い
る
。
こ
の
書

の
冒
頭
で
井
上
は
次
の
よ
う
な
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。「
原
坦
山
は
仏
学

者
に
し
て
、
大
学
哲
学
部
の
教
師
た
り
と
。
こ
れ
に
よ
り
て
こ
れ
を
み
る

に
、
仏
教
す
な
わ
ち
哲
学
な
ら
ざ
る
べ
か
ら
ず）
12
（

」
と
。
坦
山
に
対
す
る
こ

の
評
価
は
井
上
円
了
の
哲
学
的
努
力
の
出
発
点
に
な
っ
て
い
る
と
言
っ
て

も
よ
い
。
井
上
円
了
は
そ
の
後
、
現
象
即
実
在
論
的
内
容
を
も
つ
著
作
を

多
数
公
表
し
、
仏
教
を
哲
学
的
に
再
構
築
し
な
が
ら
、
西
洋
哲
学
と
キ
リ

ス
ト
教
に
対
す
る
仏
教
の
「
優
位
性
」
を
積
極
的
に
主
張
し
て
い
る
。
以

下
、『
仏
教
活
論
序
論
）
13
（

』（
一
八
八
七
年
、
明
治
二
〇
）
の
内
容
を
少
し
紹

介
し
て
み
よ
う
。

　
井
上
円
了
は
、
国
権
拡
張
、
条
約
改
正
の
た
め
に
キ
リ
ス
ト
教
を
公
認

す
る
こ
と
の
不
可
を
説
き
、
次
の
よ
う
に
自
分
の
断
乎
た
る
所
信
を
披
瀝

し
て
い
る
。「
以
上
挙
ぐ
る
所
の
道
理
に
よ
り
て
余
は
断
然
仏
教
を
改
良

し
て
開
明
の
宗
教
と
な
さ
ん
こ
と
を
期
す
る
な
り
。
こ
れ
一
は
学
者
の
真

理
を
要
求
す
る
の
目
的
に
合
し
一
は
社
会
の
一
個
人
と
な
り
て
国
家
に
尽
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一
的
全
体
と
し
て
捉
え
る
見
方
は
、「
有
機
体
の
哲
学
」
と
名
づ
け
て
よ

か
ろ
う
。
更
に
、
自
己
と
宇
宙
と
の
汎
神
論
的
合
一
を
説
く
三
宅
雪
嶺
の

思
想
も
有
機
体
の
哲
学
に
組
み
入
れ
ら
れ
る
。

四
　
大
西
祝
の
批
判
的
立
場

　
大
西
祝
（
一
八
六
四
〜
一
九
〇
〇
）
は
、
徹
底
し
て
批
判
主
義
の
立
場

に
立
脚
し
た
哲
学
者
で
あ
っ
た
。
井
上
哲
次
郎
が
唱
え
た
「
国
家
主
義
」

を
批
判
し
、
そ
れ
は
「
目
的
あ
る
進
化
」（teleological evolution

）
を

説
く
こ
と
に
よ
っ
て
哲
学
的
に
基
礎
付
け
ら
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
っ
て
、

ヘ
ー
ゲ
ル
（G.F.W

. H
egel, 1770-1831

）
の
言
う
よ
う
に
、
国
家
を
「
理

性
の
発
現
」
と
見
、
国
家
が
「
理
性
発
展
の
機
関
」「
理
想
の
世
界
的
進

化
の
機
関
」
で
あ
る
こ
と
を
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（「
国
家
主
義
の
解

釈
」（
教
育
の
方
針
）
一
八
九
五
年
、
明
治
二
八
）
と
し
た）
15
（

。

　
大
西
と
井
上
と
は
、
ド
イ
ツ
的
純
正
哲
学
の
移
植
と
東
西
文
化
の
総
合

と
い
う
ア
カ
デ
ミ
ー
哲
学
の
基
本
方
式
に
お
い
て
は
一
致
し
て
い
た
が
、

大
西
の
立
場
は
あ
く
ま
で
批
判
主
義
に
あ
っ
た
の
で
、
い
わ
ゆ
る
「
純
正

哲
学
」
に
お
い
て
も
、
井
上
の
形
而
上
学
と
は
異
な
っ
て
認
識
論
を
基
礎

と
し
た
批
判
主
義
的
形
而
上
学
が
目
指
さ
れ
、
ま
た
井
上
の
折
衷
的
混
合

的
な
東
西
文
化
の
総
合
と
は
異
な
る
批
評
的
総
合
が
企
図
さ
れ
て
い
た
と

言
っ
て
よ
い
。
大
西
は
「
方
今
思
想
界
の
要
務
」（
一
八
八
九
年
、
明
治

二
二
）
を
説
く
に
あ
た
っ
て
、
カ
ン
ト
の
『
純
粋
理
性
批
判
』
序
文
の
補

注
に
あ
る
「
我
等
の
時
代
は
真
に
批
評
の
時
代
な
り
云
々
」
と
い
う
文
章

を
援
用
し
、「
我
国
思
想
界
の
最
初
の
要
務
と
な
す
べ
き
は
百
般
の
事
物

な
っ
た
も
の
だ
が
、
こ
の
時
期
、
そ
の
形
而
上
学
的
基
礎
付
け
を
め
ぐ
っ

て
、
イ
ギ
リ
ス
流
の
「
人
格
的
唯
心
論
」
者
（
吉
田
静
致
）
と
ド
イ
ツ
流

の
「
絶
対
的
唯
心
論
」
者
（
北
沢
定
吉
、
紀
平
正
美
）
と
の
間
で
論
争
が

行
わ
れ
た
。
朝
永
三
十
郎
（
一
八
七
一
〜
一
九
五
一
）
は
「
人
格
哲
学
雑

感
」（
一
九
〇
九
年
、
明
治
四
二
）
の
中
で
、
こ
の
よ
う
な
問
題
の
哲
学

史
的
意
義
を
さ
ぐ
り
、
明
治
の
哲
学
の
採
る
べ
き
方
向
を
論
じ
て
い
る
。

そ
の
中
で
彼
は
、
わ
が
国
に
と
っ
て
は
「
人
格
本
位
的
思
想
の
輸
入
せ
ら

る
と
い
う
こ
と
は
大
い
に
意
味
あ
る
こ
と
」
で
は
あ
る
が
、「
わ
が
く
に

本
来
の
思
想
は
い
う
ま
で
も
な
く
、
善
き
意
味
に
お
い
て
ま
た
悪
き
意
味

に
お
い
て
大
体
超
人
格
的
ま
た
は
没
人
格
的
」
で
あ
り
、「
仏
教
の
没
我

中
心
の
思
想
は
冥
々
の
う
ち
に
広
く
か
つ
深
く
人
心
を
支
配
し
て
い
る
。

し
か
し
て
封
建
時
代
の
余
風
と
し
て
も
ま
た
『
普
遍
』
本
位
の
習
慣
が
な

お
余
勢
を
た
く
ま
し
う
し
て
い
る）
14
（

」
と
指
摘
す
る
。
そ
こ
で
朝
永
は
「
人

格
的
唯
心
論
が
わ
が
国
に
入
っ
て
何
ら
か
の
程
度
に
お
い
て
超
人
格
化
ま

た
は
没
人
格
化
せ
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
」
と
い
う
見
通
し
を
「
看
客
」
と
し

て
立
て
た
の
で
あ
る
。

　
朝
永
の
予
測
ど
お
り
、
そ
れ
以
降
、
わ
が
国
の
伝
統
で
あ
る
仏
教
や
宋

学
を
媒
介
に
し
て
ド
イ
ツ
哲
学
を
解
釈
し
た
例
は
多
い
。
井
上
円
了
の

「
真
如
物
心
の
相
即
論
」、
井
上
哲
次
郎
の
「
現
象
即
実
在
論
」、
更
に
超

人
格
的
絶
対
者
と
の
合
一
に
よ
る
自
我
の
解
脱
を
説
い
た
清
沢
満
之
の

「
精
神
主
義
」、
綱
島
梁
川
（
一
八
七
三
〜
一
九
〇
七
）
の
「
予
が
見
神
の

実
験
」（
一
九
〇
五
年
、
明
治
三
八
）
に
見
ら
れ
る
宗
教
的
法
悦
の
思
想

も
現
れ
て
く
る
。
こ
う
し
た
い
わ
ば
真
の
実
在
を
自
他
不
二
の
生
け
る
統
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て
彼
と
為
す
、
故
に
彼
も
亦
我
に
定
め
ら
る
る
也
。
何
ぞ
曾カ
ツ

て
外
界
と
相ア

ひ
関
カ
カ
ハ

ら
ん
や
。
後
酒シ
ェ
リ
ン
グ
児
林
之
を
継
ぎ
、
以
て
観
念
学
を
代
現
す
。
以オ
モ

謂ヘ
ラ

く
、
観
念
な

る
者
は
、
外
界
の
顕
象
に
代
り
て
我
に
現
は
る
る
者
に
し
て
、
我
自ヨ

り
之
を
定

む
る
に
非ア
ラ
ザる

也
。
時
を
同
じ
く
し
て
俾ヘ
ー
ゲ
ル

歇
児
以
て
是
の
主
客
観
の
別
を
為
す
耳ノ
ミ

。

彼ヒ

　ガ我
地
を
易カ

へ
て
皆
然
る
者
に
し
て
、
万
象
は
万
有
の
中
に
溶
在
す
。
譬タ
ト

へ
ば

破
砕
せ
る
硝ガ
ラ
スの
鏡
に
臨
む
が
如
く
、
見
る
所
千
万
な
れ
ど
皆
我
が
面
也
。
是
れ

所イ
ハ

謂ユ
ル

万
有
皆
神
の
学
也
。」（
原
漢
文
、
麻
生
義
輝
編
『
西
周
哲
学
著
作
集
』
岩

波
書
店
、
一
九
三
三
年
、
一
〇
三
頁
）
ま
た
「
生
性
発
蘊
」（
明
治
六
年
）
と
い

う
論
文
の
中
で
は
ヘ
ー
ゲ
ル
に
対
す
る
次
の
よ
う
な
興
味
深
い
言
葉
が
見
ら
れ

る
。「
此
前
ニ
挙
タ
ル
彼
観
、
此
観
ノ
一
往
一
返
シ
、
互
ニ
相
制
克
ス
ル
理ラ

法ウ

ハ
、

俾ヘ
ー
ゲ
ル
歇
児
ノ
発
明
ニ
シ
テ
、
万
事
ニ
徴
シ
、
其
真ツ
リ
ュ
ー
ス理タ
ル
ヲ
認
ム
ベ
シ
ト
雖
ド
モ
、

俾ヘ
ー
ゲ
ル

歇
児
、
己
レ
ガ
彼
此
同
一
万
有
皆
神
ノ
説
ニ
テ
、
自ミ

ラ
玉
振
ノ
地
位
ヲ
得
タ

リ
ト
以オ
モ
ハ謂

ル
ハ
未
シ
ト
、
謂
フ
ベ
シ
」（
同
書
、
三
二
頁
）

　（
2
）
井
上
哲
次
郎
『
明
治
哲
学
界
の
回
顧
』
岩
波
講
座
『
哲
学
』
一
九
三
二
年
、

七
〇
頁

　（
3
）
『
明
治
文
化
全
集
』
第
二
三
巻
「
思
想
篇
」
所
載
、
日
本
評
論
社
、
一
九
六
七

年
、
四
二
二
頁

　（
4
）
『
井
上
円
了
選
集
』
第
三
巻
所
載
、
東
洋
大
学
発
行
、
一
九
八
七
年
、
三
六
九

〜
三
七
〇
頁

　（
5
）
井
上
哲
次
郎
が
強
調
し
て
や
ま
な
い
「
万
有
成
立
」、「
勢
力
」、「
実
在
」
と

い
っ
た
も
の
が
そ
も
そ
も
何
を
意
味
し
て
い
る
か
を
知
る
た
め
に
は
、
次
の
言

葉
が
参
考
に
な
ろ
う
。「
嗚
呼
方
今
万
有
成
立
ヲ
奉
ジ
テ
一
ユ
ニ
ウ
エ
ル
サ
ル
レ
リ
ヂ
ヨ
ン

統
宗
ノ
基
址
ヲ

興
ス
者
ハ
果
シ
テ
誰
ゾ
ヤ
。
蓋
シ
此
空
間
ノ
如
キ
、
此
ノ
時
間
ノ
如
キ
、
此
勢

力
ノ
如
キ
、
皆
万
有
成
立

4

4

4

4

ノ
含
シ
ム
ボ
リ
ツ
ク
エ
キ
ス
プ
レ
ツ
シ
ヨ
ン

意
表
識
ニ
過
ギ
ズ
。
而
シ
テ
我
ハ
唯
我

ガ
眼
前
ニ
隠
顕
ス
ル
現
象
ニ
由
リ
テ
万
有
成
立

4

4

4

4

ア
ル
事
ヲ
信
ジ
、
万
有
成
立

4

4

4

4

ハ

実
ニ
人
智
ヲ
以
テ
測
リ
知
ル
ベ
カ
ラ
ザ
ル
ヲ
以
テ
我
之
ヲ
畏
レ
、
之
ヲ
神
ト
シ
、

之
ヲ
敬
シ
、
之
ヲ
拝
ス
。」〔『
明
治
文
化
全
集
』
第
二
三
巻
「
思
想
篇
」（
前
掲

書
）、
四
二
二
頁
〕

　（
6
）
原
坦
山
と
井
上
哲
次
郎
お
よ
び
「
現
象
即
実
在
論
」
の
関
係
に
つ
い
て
は
、

上
智
大
学
教
授
、
渡
部
清
氏
の
左
記
の
論
文
を
参
照
さ
れ
た
い
。

を
し
て
『
公
明
且
正
大
な
る
試
験
』
を
経
せ
し
む
る
に）
16
（

」
あ
る
こ
と
を
力

説
し
て
い
る
。「
西
洋
主
義
と
云
ひ
日
本
主
義
と
云
ひ
急
進
と
云
ひ
保
守

と
云
ひ
皆
只
だ
事
の
一
方
を
見
た
る
も
の
に
し
て
思
想
界
に
於
て
は
都
べ

て
此
等
の
上
に
立
ち
此
等
統
合
す
る
所
の
主
義
な
く
ん
ば
あ
ら
ず
予
は
批

評
主
義
を
以
て
此
位
地
に
あ
る
も
の
と
思
惟
す
…
…
先
づ
批
評
せ
ず
し
て

即
ち
カ
ン
ト
の
所
謂
る
吾
人
の
道
理
心
の
試
験
を
経
せ
し
め
ず
し
て
、
彼

に
模
倣
し
若
し
く
は
此
を
保
存
す
る
を
不
可
と
す
る
な
り）
17
（

」
と
。
こ
の
よ

う
な
批
評
主
義
に
則
っ
て
、
大
西
は
、
東
西
文
化
の
総
合
を
意
図
し
、
従

来
の
実
証
主
義
的
進
化
論
（
加
藤
弘
之
）
な
ら
び
に
空
想
的
思
弁
的
形
而

上
学
（
井
上
円
了
、
三
宅
雪
嶺
）
を
批
判
し
て
、
批
判
主
義
的
認
識
論
を

仲
介
と
す
る
「
目
的
あ
る
進
化
」
の
形
而
上
学
を
建
設
し
よ
う
と
し
た
。

残
念
な
こ
と
に
、
彼
は
夭
逝
し
た
た
め
、
自
ら
の
批
判
哲
学
を
構
築
す
る

こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
が
、
ア
カ
デ
ミ
ー
哲
学
の
中
に
真
に
近
代
的
な
哲

学
を
移
植
し
受
容
す
る
可
能
性
を
も
た
ら
し
た
も
の
で
あ
っ
た
と
言
う
こ

と
が
で
き
よ
う
。

　（
1
）
た
と
え
ば
「
生
性
箚
記
」（
明
治
五
、
六
年
頃
）
と
い
う
論
文
で
は
、
カ
ン
ト
、

フ
ィ
ヒ
テ
、
シ
ェ
リ
ン
グ
、
ヘ
ー
ゲ
ル
に
つ
い
て
触
れ
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て

い
る
。「
其
の
後
独
逸
王プ
ロ
イ
セ
ン山の

哲
家
韓カ
ン

図ト

起タ

ち
、
復マ
タ

固
有
観
念
の
説
を
継
ぐ
。
以オ
モ

謂ヘ
ラ

く
、
吾ゴ

人ジ
ン

の
万
象
を
知
る
は
、
皆
経
験
に
本
づ
く
。
唯タ

だ
其
の
経
験
の
地
を

為
す
所ユ
エ
ン以
の
者
は
、
先
天
の
観
念
に
因ヨ

る
。
便ス
ナ
ハち
宇
宙
に
人
心
を
観
る
が
若
き

は
、
是
既
に
先
天
を
具ソ
ナ

へ
し
者
な
り
。
万
象
の
来
た
る
は
、
一イ
ツ

も
此
れ
に
由ヨ

ら

ざ
る
は
莫ナ

し
。
譬タ
ト

へ
ば
窓
格
の
万
象
を
受
く
る
が
如
し
、
窓
格
は
素モ

と
我
に
具

は
れ
る
者
に
し
て
、
万
象
の
現
は
る
る
は
、
此
の
格
を
透
し
て
来
た
る
者
に
非
ア
ラ
ザ

る
は
莫ナ

き
也
。
後
非フ
ィ
ヒ
テ
布
垤
継
ぎ
て
之
を
述
ぶ
。
以オ
モ

謂ヘ
ラ

く
、
観
念
の
我
に
現
は
る

る
や
、
我
の
我
に
及
ぶ
所
は
以
て
我
と
為
し
、
我
の
我
に
及
ば
ざ
る
所
は
、
以
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ク
レ
ス
出
版
、
二
九
三
頁
〕

　（
10
）
「
其
頃
進
化
論
丈
で
は
哲
学
上
未
だ
満
足
す
る
こ
と
の
出
来
な
い
と
云
ふ
私
の

見
解
を
述
べ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
し
、
又
書
い
て
出
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

で
、
其
考
の
起
こ
り
ま
し
た
と
云
ふ
の
は
、
丁
度
其
前
に
仏
教
の
書
物
を
読
ん

で
お
り
ま
し
て
、
ま
ァ
主
と
し
て
起
信
論
の
や
う
な
も
の
を
読
ん
で
真
如
実
相

と
云
ふ
や
う
な
考
を
有
っ
て
居
り
ま
し
た
か
ら
し
て
、
乃
ち
仏
教
に
依
っ
て
さ

う
云
ふ
実
在
の
考
も
あ
り
ま
し
た
し
、
又
哲
学
史
に
依
っ
て
絶
対
の
考
も
あ
り

ま
し
た
。
而
し
て
哲
学
上
の
絶
対
若
く
は
仏
教
の
真
如
実
相
と
謂
ふ
や
う
な
も

の
は
進
化
論
で
以
て
解
釈
し
盡
す
こ
と
が
出
来
な
い
や
う
で
あ
る
。
哲
学
の
上

か
ら
見
ま
す
と
絶
対
と
か
真
如
実
相
と
か
謂
ふ
も
の
は
な
か
な
か
根
本
的
の
も

の
と
な
る
の
で
あ
つ
て
、
最
後
の
原
理
と
し
て
立
つ
可
き
も
の
で
あ
る
か
ら
し

て
、
其
れ
が
解
釈
さ
れ
ぬ
様
で
は
進
化
論
は
未
だ
十
分
満
足
を
表
す
る
訳
に
は

往
か
ぬ
と
、
斯
う
云
ふ
や
う
な
考
が
其
時
か
ら
あ
り
ま
し
た
。」〔「
哲
学
上
よ
り

見
た
る
進
化
論
」（『
哲
学
と
宗
教
』（
大
正
四
年
、
弘
道
館
）
所
載
）、『
井
上
哲

次
郎
集
』
第
五
巻
、
八
七
〜
八
八
頁
〕

　（
11
）
井
上
哲
次
郎
編
『
哲
学
叢
書
』
第
一
巻
第
二
集
に
収
載
、
一
九
〇
一
年
（
明

治
三
四
）、
集
文
閣
、
三
六
二
頁

　（
12
）
『
明
治
文
学
全
集
』
第
八
〇
巻
「
明
治
哲
学
思
想
集
」
所
収
、
筑
摩
書
房
、
一

九
八
三
年
、
四
三
頁

　（
13
）
『
井
上
円
了
選
集
』
第
三
巻
（
前
掲
書
）。
な
お
、
本
文
中
記
載
の
頁
数
は
本

書
に
よ
る
。

　（
14
）
下
村
寅
太
郎
・
古
田
光
編
『
哲
学
思
想
』
現
代
日
本
思
想
体
系
24
、
筑
摩
書

房
所
収
、
八
五
頁

　（
15
）
『
大
西
博
士
全
集
』
第
六
巻
「
思
潮
評
論
」
四
版
、
警
醒
社
書
房
、
一
九
〇
八

年
、
三
三
七
〜
三
三
八
頁

　（
16
）
同
書
、
一
七
頁

　（
17
）
同
書
、
一
八
〜
一
九
頁

（
い
の
う
え
・
か
つ
ひ
と
、
宗
教
哲
学
・
東
西
比
較
思
想
・
日
本
思
想
、

関
西
大
学
教
授
）

渡
部
清
「
仏
教
哲
学
者
と
し
て
の
原
坦
山
と
『
現
象
即
実
在
論
』
と
の
関
係
」（
上

智
大
学
『
哲
学
科
紀
要
』
第
二
四
号
所
載
、
一
九
九
八
年
）
お
よ
び
「
井
上
哲

次
郎
の
哲
学
体
系
と
仏
教
の
哲
理
」（
同
紀
要
、
第
二
五
号
所
載
、
一
九
九
九
年
）

　（
7
）
井
上
哲
次
郎
「
教
育
家
と
し
て
の
加
藤
弘
之
男
」（『
懐
舊
録
』
所
収
）、
シ
リ

ー
ズ
日
本
の
宗
教
家
②
『
井
上
哲
次
郎
集
』（
島
薗
進
監
修
）
第
八
巻
、
ク
レ
ス

出
版
、
二
〇
〇
三
年
、
三
二
頁

　（
8
）
因
み
に
、
こ
の
書
は
、
著
者
と
し
て
「
馬め
み
ょ
う鳴

菩
薩
造
」
と
な
っ
て
お
り
、
周

知
の
如
く
、
漢
訳
だ
け
が
二
本
現
存
し
て
い
る
。
第
一
訳
は
真
諦
三
蔵
（
四
九

九
〜
五
六
九
）
が
梁
の
太
清
四
年
（
五
五
〇
）
に
一
巻
本
と
し
て
訳
出
し
た
も

の
、
第
二
訳
は
実
叉
難
陀
が
則
天
武
后
の
時
代
、
六
九
五
〜
七
〇
〇
年
間
に
二

巻
本
と
し
て
訳
出
し
た
も
の
で
あ
る
。
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
原
典
も
チ
ベ
ッ
ト
訳

も
現
存
せ
ず
、
イ
ン
ド
仏
教
に
於
け
る
引
用
例
も
見
当
た
ら
な
い
。
そ
う
し
た

こ
と
か
ら
「
支
那
撰
述
説
」
が
主
張
さ
れ
た
が
、
い
ま
だ
に
決
着
を
見
て
い
な

い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
こ
の
論
著
が
中
国
や
日
本
の
仏
教
に
与
え
た
影
響
は
測
り

知
れ
な
い
も
の
が
あ
る
。
と
こ
ろ
で
坦
山
が
そ
の
他
に
好
ん
で
使
用
し
、
引
用

す
る
経
典
類
の
主
た
る
も
の
を
挙
げ
る
と
、『
維
摩
経
』、『
楞
伽
経
』、『
般
若

経
』、『
円
覚
経
』、『
首
楞
厳
経
』、『
輔
教
編
』
な
ど
で
あ
る
。
坦
山
は
曹
洞
宗

の
宗
門
に
属
し
て
い
た
こ
と
に
も
依
る
が
、
彼
が
採
択
し
た
こ
れ
ら
の
経
典
は
、

と
く
に
禅
宗
で
重
ん
じ
ら
れ
た
テ
キ
ス
ト
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
荒
唐
無
稽
な

小
説
的
要
素
は
少
な
く
、
む
し
ろ
哲
学
的
な
性
格
を
有
し
、
資
料
的
に
見
て
も

『
起
信
論
』
の
影
響
下
で
中
国
に
お
い
て
編
纂
さ
れ
た
経
書
で
あ
る
。
言
う
ま
で

も
な
く
、「
現
象
即
実
在
論
」
の
提
唱
者
た
ち
は
全
員
坦
山
の
「
仏
書
講
義
」（「
印

度
哲
学
」）
の
授
業
に
出
席
し
た
学
生
で
あ
っ
た
。

　（
9
）
フ
ェ
ノ
ロ
サ
か
ら
受
け
た
影
響
に
つ
い
て
、
井
上
は
晩
年
に
自
ら
の
大
学
生

時
代
を
回
顧
す
る
文
の
中
で
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。「
東
京
大
学
と
な
っ
て

も
未
だ
外
国
人
の
教
師
が
多
数
で
あ
っ
た
。
哲
学
で
は
、
フ
ェ
ノ
ロ
サ
氏
が
主

な
る
先
生
で
あ
っ
た
が
、
氏
は
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
卒
業
の
秀
才
で
、
来
朝
の
時

（
明
治
一
一
年
）
は
ま
だ
漸
く
二
六
歳
で
あ
っ
た
。
そ
れ
で
潑
剌
た
る
元
気
を
以

て
教
へ
た
の
で
、
尋
常
な
ら
ざ
る
印
象
を
残
し
た
や
う
に
思
ふ
。」〔「
八
十
八
年

を
顧
み
て
」（『
懐
舊
録
』
所
収
）、『
井
上
哲
次
郎
集
』（
島
薗
進
監
修
）
第
八
巻
、


